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杉並区自然環境調査（第８次）業務公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

杉並区では、区内に残された自然環境を把握することを目的に生物調査を行ってきました。

昭和 60 年度に第 1次調査を開始し、その後５年ごとに調査を行い、その結果を「自然環境調査

報告書」として取りまとめ発行してきました。 

今回実施するのは第８次調査であり、令和４年度事前調査、令和５年度調査、令和６年度補

足調査及び報告書の作成を行うものです。 

 本実施要領は、杉並区自然環境調査（第８次）業務を円滑かつ適切に受託できる事業者の選

定を行うため、公募型プロポーザル方式により募集・選定方法を定めるものです。 

 

２ 業務の概要 

（１） 業務名 

  杉並区自然環境調査（第８次）業務 

（２） 主な業務内容 

① 令和４年度 事前調査 

第 1～７次の自然環境調査と継続性を持った調査となるよう、区内の指定する調査地に

て生物の調査を行う。 

② 令和５年度 調査 

 １年間を通じ、区内に設定した調査地点において、調査を実施する。 

区が募集する調査員によるアンケート調査を実施する。 

③ 令和６年度 補足調査、報告書作成 

 必要に応じて補足調査を行うとともに、第７次調査と同様の構成により調査結果をまと

める。 

 

（３） 履行期間 

 令和４年度 契約締結の翌日から令和５年３月３１日まで 

令和５年度 令和５年４月（予定）から令和６年３月３１日まで 

令和６年度 令和６年４月（予定）から令和７年２月２８日まで 

 

（４） 各年度の事業規模（上限額） 

令和４年度  ￥３,４７８,０００円（税込） 

令和５年度  ￥７,１１８,０００円（税込）※ 

令和６年度 ￥１０,５３８,０００円（税込）※ 

※令和５、６年度の概算額は本プロポーザルの評価における参考金額であり、契約を確
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約するものではありません。各年度とも契約締結及び業務委託料の決定は、区議会にお

ける予算成立をその条件とします。 

 

３ 参加資格 

応募者は、次の参加資格を満たしている法人とします。 

（１） 令和４年度（応募日現在）以前の過去５年以内に完了した官公庁における自然環境調査

（類似した業務を含む。）に関する業務実績を複数有していること。 

（２） 地方自治法施行令（昭和 22 年政令 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当していないこ

と。 

（３） 杉並区競争入札参加有資格者指名停止に関する要綱（平成 22 年 3 月 23 日杉並第 65476 

号）に定める指名停止要件に該当していないこと。 

（４） 杉並区契約における暴力団等排除措置要綱（平成 23 年 1 月 17 日杉並第 53890 号）に

定める除外措置要件に該当していないこと。 

（５） 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成 11 年法律第 147 号）第５

条及び第８条に規定する処分を受けている団体又はその構成員の統制下にある団体でない

こと。 

（６） 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法

（平成 11 年法律第 225 号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 

（７） 法人事業税・地方法人特別税、法人税並びに消費税及地方消費税を完納していること。

ただし、新型コロナウイルス感染症等の影響により納税の特例猶予を受けている場合は、

その旨を証する書類を提出すること。 

 

４ 実施手順 

公募から受託者候補者選定までの実施手順（概要）は、以下のとおりです。 

内 容  期日等 

実施要領の公表 令和４年７月  ４日（月） 

質問受付期間 令和４年７月１１日（月）１５時まで 

質問の回答 令和４年７月１５日（金）予定 

企画提案書等提出期限 令和４年７月２７日（水）１５時まで（必着） 

第一次審査（書類選考）結果通知 令和４年８月１０日（水）予定 

第二次審査（プレゼンテーションに

よる審査） 

〇プレゼンテーション 

令和４年８月１７日（水） 

※審査結果は令和４年８月下旬（令和４年８月２４

日（水）頃まで）に通知します。 
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５ 実施要領の内容についての質問の受付及び回答 

（１） 受付方法 

様式１「質問書」に質問内容を記載の上、Ｅ－ｍａｉｌにより提出してください。 

なお、件名は「杉並区自然環境調査（第８次）質問書」としてください。 

（２） 受付先 

「11 担当課（事務局）」に同じ 

（３） 受付期間 

令和４年７月１１日（月）１５時まで 

（４） 回答方法 

質問に対する回答は、令和４年７月１５日（金）（予定）に杉並区公式ホームページ

上で公開します。

https://www.city.suginami.tokyo.jp/nyusatsu/proposal/index.html 

なお、質問内容が不明瞭なもの、意見の表明と解されるもの等については、回答しな

いことがあります。 

（５）注意事項 

情報の機密を担保する必要性から、メールの本文には質問内容を記述せず、質問書（様

式 1）を利用してください。補足や説明資料として質問書以外で資料の提出が必要な場合

には、Microsoft Office に含まれるアプリケーション又は PDF にて提出してください。 

なお、質問書及び付随する資料は全て暗号化を行うようにしてください。 

 

６ 企画提案書等の提出 

（１）提出書類 

「提出書類一覧」【様式 2】のとおり 

（２）提出部数 

正本１部と副本９部（ただし、登記事項証明書、財務諸表及び納税証明書は正本１部

と副本１部）をそれぞれ製本（A4 縦長ファイル等で綴じる。）して、提出してください。 

（３）提出方法 

「11 担当課（事務局）」へ持参又は郵送（書留郵便に限る。）により提出してください。

※郵送の場合は、封書表面に「杉並区自然環境調査（第８次）業務公募型プロポーザル

応募書類在中」と朱書きしてください。 

（４）提出先 

「11 担当課（事務局）」に同じ。 

（５）提出期限 

令和４年７月２７日（水）１５時 必着 

※持参、郵送を問いませんが、未着、遅延等の場合は、原因の如何を問わず、未提出

として取り扱います。なお、電子データでの提出は受け付けておりません。 
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（６）留意事項 

（ア）「企画提案書」の様式は、任意ですが、【様式 3-3】に示す項目は必ずご記入くださ

い。 

（イ）「提出書類一覧」【様式 2】に掲げる各様式は、A4 サイズ縦長を基本とします。 

（ただし、A3 サイズ等の場合は、片袖折りにし、A4 サイズ縦長の形式で提出願い

ます。）なお、「提出書類一覧」【様式 2】の項目ごとにインデックスを貼り付け、ペ

ージの通し番号を記載の上、A4 縦長ファイルに綴じてください。 

（ウ）①正本については、参加事業者が特定できるように作成をお願いします。 

②副本については、審査に利用する関係上、「参加事業者の名称」や「参加事業者

のロゴマーク」など、参加事業者が特定される情報は使用しないでください。

ただし、活用する媒体の名称や媒体のロゴマーク等については、この限りでは

ありません。 

※正本を複写し、副本として活用する場合は、副本については、参加事業者が特定

できるような名称、ロゴマーク等を黒塗りするなど、参加事業者が特定できない

ようにしてください。 

※企画提案書等に乱丁、落丁、黒塗り漏れ等、手続に不備が多い場合は、失格とな

る場合があるので、特にご注意ください。 

 

７ 受託者候補者の選定手順 

杉並区自然環境調査（第８次）業務受託者候補者選定会議（以下「選定会議」という。）に

おいて、企画提案書等の提出書類及びヒアリングの内容等を審査し、「２ 事業の概要」の遂

行に関し、最も適していると認められる得点最上位事業者を受託者候補者として選定します。 

なお、この２（４）各年度の業務委託料に示す上限額を超える提案を行った事業者は、審

査対象となりませんので、ご注意ください。 

（１）評価基準 

（ア）法人の適格性 

評価項目 評価の内容 

経営状況 ・経営状況 

業務遂行力 ・業務執行体制 

・配置予定技術者の資格と実績 

業務実績 ・過去５年間の官公庁における自然環境調

査（いずれも類似した業務を含む。）に関す

る業務実績 

社会的責任 ・過去の指名停止等による社会的信用失墜

行為の有無 
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（イ）提案の内容 

評価項目 評価の内容 

業務の理解度 ・第８次調査の意義、要点 

業務に対する取り組み姿勢 ・取組姿勢が適切か 

企画提案内容の妥当性 ・実施スケジュール 

・調査項目、調査方法 

・調査結果の分析方法 

・報告書作成における工夫点 

資料調整能力 ・企画提案書はわかりやすいか 

・企画提案書（様式 3-3）の内容に則った 

提案になっているか 

費用対効果 ・見積金額の妥当性 

（ウ）総合評価 

評価項目 評価の内容 

総合評価 全体を通した総合評価 

（２）審査方法 

（ア）第一次審査（書類審査） 

提出された企画提案書等に基づき、選定会議で資格や内容等の審査を実施し、第二次

審査対象事業者を選考（第一次審査配点合計の６割以上の点を取得した事業者を対象に、

上位３事業者程度を予定）します。第一次審査の結果は、令和４年８月１０日（水）（予

定）に、第一次審査参加事業者全てに対して通知します。 

（イ）第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング） 

第一次審査の結果、第二次審査の対象となった事業者に対し、提案説明（プレゼンテ

ーション）の内容及び選定委員による質疑（ヒアリング）の回答内容等について審査を

実施し、契約を締結する受託者候補者（配点総合計の６割以上を取得した最上位の事業

者）を選定します。 

第二次審査実施方法等の詳細は、別途、事務局より第一次審査通過事業者に対して通

知します。 

（３）受託候補者選定結果通知 

令和４年８月下旬（令和４年８月２４日（水）頃まで）に、二次審査参加事業者すべて

に対して通知します。 

なお、非選定の通知を受けた参加事業者は、非選定理由について説明を求めることがで

きます。 

 

８ 参加事業者の失格 

次のいずれかに該当する場合は、失格とします。なお、失格した場合でも、既に提出され
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た企画提案書等は返却しません。 

（１）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（２）参加資格を満たさなくなった場合 

（３）審査の公正性・公平性を害する行為があった場合 

特に、応募事業者（応募予定者の関係者を含む）は、選定会議等の設置から選定の通知が

来るまでの間、選定会議委員及びこの募集に関係する区職員（以下「選定委員等」という。）

に対し、金銭・物品を贈与すること、接待すること等、目的が自己を有利にする又は他者を

不利にすることを目的とした接触を禁止します。 

接触の事実が認められた場合は、失格となります。ただし、以下のような場合は含まれま

せん。 

・ 実施要領に基づき区が実施する説明会・現地見学会等への参加 

・ 実施要領に基づく区への質問及び書類の提出等 

・ 現に区と契約等を締結している委託業務及び指定管理業務等の履行に必要な行為 

・ 自らが構成員の一員となる団体（区との契約の相手方である等の利害関係がないものに限

る。）と区が行う事業推進に関する意見交換会等の出席（当該団体が応募関係者である事業

者等の利益のためにする行為を行う場合を除く。） 

・ 区が主催する審議会、意見交換会等への出席 

（４）企画提案書等が提出期限を過ぎて提出された場合 

（５）前各号に定めるもののほか、提案に当たり著しく信義に反する行為があったと認められ

る場合 

 

９ 選定結果に基づく委託可能期間 

選定結果に基づく事業者との委託可能期間は令和４年度から令和６年度で、業務の委託は

年度ごとに契約を締結します。区が実施する履行評価の結果により業務が適切に行われてい

ると区が判断した場合は、契約期間を最大２回まで更新できることとします。 

 

１０ その他留意事項 

（１）本件の参加に必要となる諸費用は、全て参加事業者の負担とします。 

（２）提出書類は、日本語を用いるものとし、やむを得ず外国語で記載するものについては、

その日本語の訳文を付記又は添付してください。また、通貨は日本円とします。 

（３）書類提出後の企画提案書等の修正又は変更は一切認めません。 

（４）提出された企画提案書等については返却しません。 

（５）企画提案書等について情報公開請求があった場合は、杉並区情報公開条例に基づき、公

開することがあります。また、区は提出された文書等について、必要に応じて無償で使用

できるものとします。 

（６）契約の締結にあっては、区指定の標準契約書を使用します。 
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（７）本プロポーザルにより選定された受託者候補者が区と契約を締結する場合においては、

業務の全部又は主要な業務を一括して第三者に委託することを禁止します。業務の一部を

第三者に委託しようとするときは、あらかじめ区の承諾を必要とします。 

（８）参加事業者が本プロポーザルを途中で辞退する場合にあっては、速やかに、文書により

「11 担当課（事務局）」の担当者に連絡をしてください。 

（９）本プロポーザルにより選定された受託者候補者が、「８ 参加事業者の失格」に該当する

ことが判明した場合、又は契約締結交渉が不調となった場合若しくは辞退した場合、次順

位の参加事業者と契約締結交渉するものとします。 

（１０） 杉並区自然環境調査報告書の閲覧場所等は以下の通りです。 

 区ＨＰ 区政資料室 杉並区立図書館 

閲覧 閲覧 購入 貸出 閲覧 貸出 

第 1次 ― 〇 ― ― 〇 〇 

第 2次 ― 〇 ― ― 〇 〇 

第 3次 ― 〇 ― ― 〇 〇 

第 4次 ― 〇 ― ― 〇 〇 

第 5次 ― 〇 ― ― 〇 〇 

第 6次 ― 〇 ― 〇 〇 〇 

第 7次 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

             〇：対応可能 －：対応不可 

１１ 受託者候補者の非選定 

  選定委員会で審査をした結果、一定の点数を満たす応募事業者がいなかった場合、受託者 

候補者を選定しないこととします。 

 

１２ 担当課（事務局） 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南 1-15-1 

杉並区環境部環境課環境活動推進係 

受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時（土、日、祝除く） 

電話番号：03-5307-0672 

E-mail：KANKYO-SHIZEN@city.suginami.lg.jp 

 

KANKYO-SHIZEN@city.suginami.lg.jp
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 業務説明書 

 

 

１ 件  名 

  令和4年度 杉並区自然環境調査（第８次）業務委託 

 

２ 目的 

  本件は、区内の自然環境の現況と昭和６０年より約５年に１回、計７回行ってきた過去の調査結果か

らの経年変化を把握するために実施する自然環境調査の仕様に関して必要なことを定めることにより、

当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とする。 

 

３ 履行期間 

  契約締結の翌日から令和５年３月３１日まで 

 

４ 履行場所 

杉並区内全域 

  

５ 業務内容 

  杉並区内における自然環境を把握するため、令和5年度実施予定の調査、令和6年度実施予定の補足

調査及び報告書作成に向けた事前調査を実施すること。 

  受託者は、調査の実施にあたり、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）との継続性を維持するた

め、着手時、中間、完了時を含む計３回以上、区と打合せを行うこと。 

  なお、打合せには、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）で調査を担当した、杉並区内を含む地

域で研究活動を行っている調査団体（以下、「調査団体」という。）が参加し、調査団体の意見を調査

方法等に反映すること。 

 

（１） 調査の実施 

① 調査の項目 

  表１記載の項目を目安に、希少種の抽出、外来種の抽出を含め、杉並区自然環境調査（第７次）報告

書と同程度の種類を調査する。 

表１ 調査項目 

項目 主要な科名または目名 
第７次調査 

確認種類数 

クモ類 
ヒメグモ科、ハエトリグモ科、コガネグモ科、 

サラグモ科、カニグモ科、アシナガグモ科 等 
３９科１９７種類 

昆虫類 チョウ目、コウチュウ目、カメムシ目、ハチ目 等 
１７目１８９科 

１００９種類 

② 調査地点 

   杉並区自然環境調査（第７次）報告書と同程度の結果が得られるよう、別紙「調査予定地点一覧」
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記載のとおりとするが、調査実施時の調査地点の状況等により、変更の必要が生じた場合は、協議

により変更することができる。 

③ 調査期間・回数 

   調査期間については、令和４年９月～令和５年３月とし、杉並区自然環境調査（第７次）報告書と

同等以上の報告書を作成するために必要な回数の調査を実施すること。 

④ 写真の撮影 

   自然環境調査報告書概要版を作成するために、クモ類２０種以上、昆虫類３７種以上の写真撮影（ま

たは写真提供）を行うこと。 

（２） 調査結果の報告 

①  受託者は、調査結果を調査項目・調査地点ごとに整理し、区に報告すること。 

②  報告書の様式は、来年度以降の調査及び報告書作成での活用を想定した内容とし、打合せによ

り決定する。なお、今後の調査における課題や考察も記載すること。 

   

６ 成果品 

調査結果の電子データ（Word形式またはExcel形式） 

調査対象の写真の電子データ（Jpeg形式） 

 

７ 成果品の納入場所 

  杉並区阿佐谷南１－１５－１ 杉並区役所西棟７階 

  杉並区役所環境部環境課環境活動推進係 

 

８ 著作権について 

調査結果及び写真の著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含むすべての権利を区が有するも

のとする。 

受託者は、区が必要と判断する場合は、区の求めに応じて写真等を提供すること。 

 

９ 技術者の配置等について 

受託者は、本業務における主任技術者および担当技術者を定め、区に通知するものとする。 

配置技術者の変更は、本人の退職等のやむを得ない事情を除き、原則認められない。やむを得ず変更

する場合は、同等以上の資格を有する者を区に通知し、承諾を得ること。 

（１）主任技術者（本委託業務の遂行において取りまとめを行う者） 

以下のいずれかの資格を有する者を必ず置くこと。また、資格証明書等の写し等を提出すること。 

・生物分類技能検定１級 

・技術士（環境部門） 

（２）担当技術者（本委託業務の遂行において主任技術者を補佐する者） 

以下の資格以上を有する者を必ず置くこと。主任技術者と同様、資格証明書等の写し等を提出するこ

と。 

・生物分類技能検定２級 
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10  支払方法 

業務が完了した場合には、直ちに完了届を提出し、検査を受けるものとする。区は履行確認した後、

適法な請求書が提出された日から３０日以内に契約金額の一括支払いを行うものとする。 

 

11 業務の履行の質の確保及び履行状況の評価 

（１）受託者は当該業務を実施するにあたり、業務の安定した履行を確保するため、様々な 

観点から、質を高める取り組みを行うように努めなければならない。 

（２）区は、「履行評価基準」に基づき、区が定める時期に受託者の履行状況を評価するものとする。 

 

12 その他 

(１) 本仕様書に明記なき事項又は疑義が生じた場合には、区担当者と協議の上決定すること。 

(２) 本業務の実施に当たり、経費や調査団体等への謝礼金等が発生する場合は全て契約金額に含まれ

るものとする。 

(３) 本業務の実施に当たり、令和5年度実施予定の調査及び令和6年度実施予定の補足調査との連続

性を確保するよう留意すること。 

(４) 本業務の実施に当たり、調査団体等の協力を得た場合、関与した団体・人物の一覧を作成し、区

に提出すること。なお、一覧には団体名若しくは氏名、履行内容、履行場所、履行日を記載する

こと。 

(５) 受託者は、本契約締結後、業務計画書を作成し業務着手前に区に提出すること。なお、業務計画

書には、履行内容、履行場所、履行期限、連絡先、再委託の有無、行程表若しくは期日を記した

行程計画、緊急連絡先を記載し、技術者の資格証明書の写しを添付すること。 

(６) 区と打ち合わせをした際には、受託者が議事録を作成すること。 

(７) 受託者は、常に従事者の健康管理に留意の上、健康状態を把握し、業務に支障がないようにする 

こと。 

(８) 物品配送等に使用する車両は、原則として低公害車（天然ガス車、九都県市指定・国土交通省指

定のガソリン車･LPG車等）とすること。その中でも、低燃費車（自動車の燃費性能の評価及び公

表に関する実施要領（平成１６年国土交通省告示第６１号）に基づき、同要領に定める基準に適

合すると判定された車）の使用に努めること。なお、規制等に適合する自動車であることを確認

するため、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子状物質減少装置装着証明書等の提示又は

写の提出を求められた場合には、速やかに提示又は提出すること。 

 

13 担当者 

   杉並区役所環境部環境課環境活動推進係   担当者 池崎 慧 ・ 橋本 奈津希 

   電話 ０３（５３０７）０６７２ 



別紙　調査予定地点一覧（R4)

A 善福寺公園

C 観泉寺

F 荻窪八幡

I 善福寺川緑地

J 和田堀公園

K 大宮八幡

M 観察の森

N 済美山自然林

P 下高井戸八幡

Q 塚山公園

T 柏の宮公園

U 三井の森公園

1 和田堀公園・観察の森・大宮八幡及びその周辺

2 善福寺川緑地及びその周辺

3 善福寺公園及びその周辺

5 塚山公園及びその周辺

6 神田川周辺（高井戸駅～塚山公園間遊歩道、JP高井戸レクリエーションセンター）

8 柏の宮公園、三井の森公園及びその周辺

9 南荻窪4丁目域

12 観泉寺

クモ類

昆虫類
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業務説明書 

 

 

１ 件  名 

  令和5年度 杉並区自然環境調査（第８次）業務委託 

 

２ 目的 

  本件は、区内の自然環境の現況と昭和６０年より約５年に１回、計７回行ってきた過去の調査結果か

らの経年変化を把握するために実施する自然環境調査の仕様に関して必要なことを定めることにより、

当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とする。 

 

３ 履行期間 

  令和5年4月（予定）から令和６年３月３１日まで 

 

４ 履行場所 

杉並区内全域 

  

５ 業務内容 

  杉並区内における自然環境を把握するため、令和4年度に実施した第8次杉並区自然環境調査に引き

続き、令和6年度実施予定の補足調査及び報告書作成に向けた調査を実施すること。 

  受託者は、調査の実施にあたり、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）との継続性を維持するた

め、着手時、中間、完了時を含む計３回以上、区と打合せを行うこと。 

  なお、打合せには、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）で調査を担当した、杉並区内を含む地

域で研究活動を行っている調査団体（以下、「調査団体」という。）が参加し、調査団体の意見を調査

方法等に反映すること。 

 

（１） 調査の実施 

① 調査の項目 

   表１記載の項目を目安に、希少種の抽出、外来種の抽出を含め、杉並区自然環境調査（第７次）報

告書と同程度の種類を調査する。 

なお、両生類、爬虫類、哺乳類については、区民アンケートによる調査を行う。区民アンケート調

査は、アンケート用紙の作成、説明文の作成、集計、分析を受託業者が行い、アンケート用紙、説

明文の発送、回収を区が行う。 
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表１ 調査項目 

項目 主要な科名または目名 
第７次調査 

確認種類数 

植物 
【野生種】シダ植物、裸子植物、被子植物 

【植栽種】在来由来、国外由来、国内由来 

【野生種】１３０科７５３種類 

【植栽種】１０２科３８７種類 

クモ類 
ヒメグモ科、ハエトリグモ科、コガネグモ科、 

サラグモ科、カニグモ科、アシナガグモ科 等 
３９科１９７種類 

昆虫類 チョウ目、コウチュウ目、カメムシ目、ハチ目 等 
１７目１８９科 

１００９種類 

鳥類 スズメ目、カモ目、ペリカン目、タカ目、キツツキ目等 １４目３０科５７種類 

両生類 カエル科 １目３科５種類 

爬虫類 カメ目、有隣目 ２目６科７種類 

哺乳類 食虫目、翼手目、食肉目、齧歯目 ４目５科５種類 

② 調査地点 

   杉並区自然環境調査（第７次）報告書と同程度の結果が得られるよう、別紙「調査予定地点一覧」

記載のとおりとするが、調査実施時の調査地点の状況等により、変更の必要が生じた場合は、協議

により変更することができる。 

③ 調査期間・回数 

   調査期間については、令和５年４月～令和６年３月の一年間とし、杉並区自然環境調査（第７次）

報告書と同等以上の報告書を作成するために必要な回数の調査を実施すること。 

④ 写真の撮影 

   自然環境調査報告書概要版を作成するために、植物４１種以上、クモ類２０種以上、昆虫３７種以上、鳥類

２６種以上、両生類、爬虫類、哺乳類４種以上の写真撮影（または写真提供）を行うこと。 

（２） 調査結果の報告 

①  受託者は、調査結果を調査項目・調査地点ごとに整理し、区に報告すること。 

②  報告書の様式は、来年度以降の調査及び報告書作成での活用を想定した内容とし、打合せによ

り決定する。なお、今後の調査における課題や考察も記載すること。 

 

６ 成果品 

調査結果の電子データ（Word形式またはExcel形式） 

調査対象の写真の電子データ（Jpeg形式） 

区民アンケートの集計、分析結果（Word形式またはExcel 形式） 

 

７ 成果品の納入場所 

  杉並区阿佐谷南１－１５－１ 杉並区役所西棟７階 

  杉並区役所環境部環境課環境活動推進係 
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８ 著作権について 

調査結果及び写真の著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含むすべての権利を区が有するも

のとする。 

受託者は、区が必要と判断する場合は、区の求めに応じて写真等を提供すること。 

 

９ 技術者の配置等について 

受託者は、本業務における主任技術者および担当技術者を定め、区に通知するものとする。 

配置技術者の変更は、本人の退職等のやむを得ない事情を除き、原則認められない。やむを得ず変更

する場合は、同等以上の資格を有する者を区に通知し、承諾を得ること。 

（１）主任技術者（本委託業務の遂行において取りまとめを行う者） 

以下のいずれかの資格を有する者を必ず置くこと。また、資格証明書等の写し等を提出すること。 

・生物分類技能検定１級 

・技術士（環境部門） 

（２）担当技術者（本委託業務の遂行において主任技術者を補佐する者） 

以下の資格以上を有する者を必ず置くこと。主任技術者と同様、資格証明書等の写し等を提出するこ

と。 

・生物分類技能検定２級 

 

10  支払方法 

業務が完了した場合には、直ちに完了届を提出し、検査を受けるものとする。区は履行確認した後、

適法な請求書が提出された日から３０日以内に契約金額の一括支払いを行うものとする。 

 

11 業務の履行の質の確保及び履行状況の評価 

（１）受託者は当該業務を実施するにあたり、業務の安定した履行を確保するため、様々な 

観点から、質を高める取り組みを行うように努めなければならない。 

（２）区は、「履行評価基準」に基づき、区が定める時期に受託者の履行状況を評価するものとする。 

 

12 その他 

(１) 本仕様書に明記なき事項又は疑義が生じた場合には、区担当者と協議の上決定すること。 

(２) 本業務の実施に当たり、経費や調査団体等への謝礼金等が発生する場合は全て契約金額に含まれ

るものとする。 

(３) 本業務の実施に当たり、令和4年度に実施した事前調査及び令和6年度実施予定の補足調査との

連続性を確保するよう留意すること。 

(４) 本業務の実施に当たり、調査団体等の協力を得た場合、関与した団体・人物の一覧を作成し、区

に提出すること。なお、一覧には団体名若しくは氏名、履行内容、履行場所、履行日を記載する

こと。 

(５) 受託者は、本契約締結後、業務計画書を作成し業務着手前に区に提出すること。なお、業務計画

書には、履行内容、履行場所、履行期限、連絡先、再委託の有無、行程表若しくは期日を記した
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行程計画、緊急連絡先を記載し、技術者の資格証明書の写しを添付すること。 

(６) 区と打ち合わせをした際には、受託者が議事録を作成すること。 

(７) 受託者は、常に従事者の健康管理に留意の上、健康状態を把握し、業務に支障がないようにする 

こと。 

(８) 物品配送等に使用する車両は、原則として低公害車（天然ガス車、九都県市指定・国土交通省指

定のガソリン車･LPG車等）とすること。その中でも、低燃費車（自動車の燃費性能の評価及び公

表に関する実施要領（平成１６年国土交通省告示第６１号）に基づき、同要領に定める基準に適

合すると判定された車）の使用に努めること。なお、規制等に適合する自動車であることを確認

するため、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子状物質減少装置装着証明書等の提示又は

写の提出を求められた場合には、速やかに提示又は提出すること。 

 

13 担当者  

   杉並区役所環境部環境課環境活動推進係   担当者 池崎 慧 ・ 橋本 奈津希 

   電話 ０３（５３０７）０６７２ 



別紙　調査予定地点一覧（R5）

 1  東京女子大学

 2  善福寺公園上池

 3  善福寺公園下池

 6  観泉寺

17  浴風園

19
 三井の森公園
（旧三井グラウンド南側）

20  善福寺川緑地（１）

21  善福寺川緑地（２）

22  和田堀公園

23  大宮八幡

25  済美山自然林

32  塚山公園

55
 井草森公園
（旧機械技術研究所跡地:55）

59  柏の宮公園

60  蚕糸の森公園

86  農芸高校

A 善福寺公園

C 観泉寺

F 荻窪八幡

I 善福寺川緑地

J 和田堀公園

K 大宮八幡

M 観察の森

N 済美山自然林

P 下高井戸八幡

Q 塚山公園

T 柏の宮公園

U 三井の森公園

クモ類

植物
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1 和田堀公園・観察の森・大宮八幡及びその周辺

2 善福寺川緑地及びその周辺

3 善福寺公園及びその周辺

5 塚山公園及びその周辺

6 神田川周辺（高井戸駅～塚山公園間遊歩道、JP高井戸レクリエーションセンター）

8 柏の宮公園、三井の森公園及びその周辺

9 南荻窪4丁目域

12 観泉寺

1 和泉2丁目

2 浜田山

3 久我山1丁目

4 久我山2丁目（神田川沿い）

5 大宮2丁目（善福寺川、和田堀公園）

6 堀ノ内１丁目、済美山自然林

7 宮前2丁目

8 成田西4丁目（善福寺川緑地）

9 堀ノ内3丁目

10 和田3丁目、蚕糸の森公園

11 西荻南4丁目から南荻窪4丁目

12 松庵1～3丁目

13 荻窪駅から荻窪住宅

14 阿佐谷南１丁目から阿佐ヶ谷駅

15 塚山公園から下高井戸3丁目

16 都立農芸高等学校から観泉寺

17 善福寺公園

18 上井草4丁目

19 清水3丁目から妙正寺公園、妙正寺川

20 井草3・4丁目、井草の森公園

昆虫類

鳥類
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 業務説明書 

 

 

１ 件  名 

  令和6年度 杉並区自然環境調査（第８次）報告書作成業務委託 

 

２ 目的 

  本件は、区内の自然環境の現況と昭和６０年より約５年に１回、計７回行ってきた過去の調査結果か

らの経年変化を把握するために実施する自然環境調査の仕様に関して必要なことを定めることにより、

当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とする。 

 

３ 履行期間 

  令和6年4月（予定）から令和７年２月２８日まで 

 

４ 履行場所 

杉並区内全域 

 

５ 業務内容 

杉並区内における自然環境を把握するため、令和4年度～令和5年度に実施した第8次杉並区自然環

境調査結果により、補足調査及び報告書を作成すること。 

  受託者は、調査及び報告書作成にあたり、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）との継続性を維

持するため、着手時、中間、完了時を含む計３回以上、区と打合せを行うこと。 

  なお、打合せには、過去の杉並区自然環境調査（第１～７次）で調査を担当した、杉並区内を含む地

域で研究活動を行っている調査団体（以下、「調査団体」という。）が参加し、調査団体の意見を調査

方法等に反映すること。 

  

（１） 第８次杉並区自然環境調査報告書及び概要版の作成 

① 令和4年度～令和5年度に実施した第８次杉並区自然環境調査結果（区民アンケート調査結果を

含む）を取りまとめ、報告書及び概要版を作成する。報告書及び概要版の構成、各項目については、

原則第７次杉並区自然環境調査報告書を踏襲し、以下a～dの通りとする。なお、該当する項目につ

いては、杉並区自然環境調査（第１次～第７次）からの経年変化についても記載すること。 

a.調査の概要及び調査地域の概況 

 「調査の概要」、「調査地域の概況」について、第７次杉並区自然環境調査報告書を基に、必要

な加筆修正を行う。 

b.植物及び動物 

 「植物」、「動物」について、第８次杉並区自然環境調査結果と、第１次～第７次までの調査デ

ータを合わせ、第７次杉並区自然環境調査報告書同様に取りまとめる。 

c.杉並区の生物相の特性 

「杉並区の生物相の特性」について、第７次杉並区自然環境調査報告書を基に、必要な加筆修
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正を行う。 

d.杉並区における指標生物 

 「杉並区における指標生物」について、第１次～第７次及び第８次調査結果を踏まえ、環境指

標種を抽出する。 

② 報告書及び概要版は、視覚的にわかりやすいよう図・表・写真等を盛り込むものとする。特に概

要版については、図や写真をより多く取り入れ、一般区民が分かりやすいものとすること。 

なお、報告書及び概要版のデザイン等の詳細については、区と協議の上決定する。 

③ 報告書及び概要版の校正は２回以上行う。ただし、修正が多岐にわたる場合等はこの限りではな

い。 

④ 報告書及び概要版の印刷・製本を行う。なお、調査員等関係者に配布する場合は、その分の増刷・

送付を受託業者が行うこと。 

（２）補足調査（必要な場合に実施） 

  令和4年度～令和5年度に実施した第8次杉並区自然環境調査結果の内容で調査に不足がある場合は、

必要な補足調査を行う。調査項目・方法・調査地等は、区と協議の上決定する。 

（３）ＧＩＳデータの作成 

  杉並区電子地図サービス「すぎナビ」掲載用に、第8次杉並区自然環境調査報告のGISデータを作成

する。詳細な仕様については、区と協議の上決定する。 

   

６ 成果品 

（１）杉並区自然環境調査報告書（第８次） 

     ・Ａ４版 全モノクロ  ４３０頁程度  １５０部 

     ・電子データ（文章と図表：Word形式、Excel形式） 

     ・ホームページ掲載用電子データ（pdf形式） 

 （２）杉並区自然環境調査報告書（第８次）概要版 

     ・Ａ４版 全カラー   ２８頁程度  １５５０部 

     ・電子データ（文章と図表及び写真：Word形式、Excel形式、jpeg形式）  

     ・ホームページ掲載用電子データ（pdf形式） 

 （３）ＧＩＳデータ 

     ・杉並区電子地図サービス「すぎナビ」掲載用のＧＩＳデータ 

 

７ 成果品の納入場所 

  杉並区阿佐谷南１－１５－１ 杉並区役所西棟７階 

  杉並区役所環境部環境課環境活動推進係 

 

８ 著作権について 

報告書及び概要版の著作権は、著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含むすべての権利を区

が有するものとする。 

 

９ 技術者の配置等について 
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受託者は、本業務における主任技術者および担当技術者を定め、区に通知するものとする。 

配置技術者の変更は、本人の退職等のやむを得ない事情を除き、原則認められない。やむを得ず変更

する場合は、同等以上の資格を有する者を区に通知し、承諾を得ること。 

（１）主任技術者（本委託業務の遂行において取りまとめを行う者） 

以下のいずれかの資格を有する者を必ず置くこと。また、資格証明書等の写し等を提出すること。 

・生物分類技能検定１級 

・技術士（環境部門） 

（２）担当技術者（本委託業務の遂行において主任技術者を補佐する者） 

以下のいずれか以上の資格を有する者を必ず置くこと。主任技術者と同様、資格証明書等の写し等を

提出すること。 

・生物分類技能検定２級 

 

10  支払方法 

業務が完了した場合には、直ちに完了届を提出し、検査を受けるものとする。区は履行確認した後、

適法な請求書が提出された日から３０日以内に契約金額の一括支払いを行うものとする。 

 

11 業務の履行の質の確保及び履行状況の評価 

（１）受託者は当該業務を実施するにあたり、業務の安定した履行を確保するため、様々な 

観点から、質を高める取り組みを行うように努めなければならない。 

（２）区は、「履行評価基準」に基づき、区が定める時期に受託者の履行状況を評価するものとする。 

 

12 その他 

(１) 本仕様書に明記なき事項又は疑義が生じた場合には、区担当者と協議の上決定すること。 

(２) 本業務の実施に当たり、経費や調査団体等への謝礼金等が発生する場合は全て契約金額に含まれ

るものとする。 

(３) 本業務の実施に当たり、令和4年度に実施した事前調査及び令和6年度に実施した調査との連続

性を確保するよう留意すること。 

(４) 本業務の実施に当たり、調査団体等の協力を得た場合、関与した団体・人物の一覧を作成し、区

に提出すること。なお、一覧には団体名若しくは氏名、履行内容、履行場所、履行日を記載する

こと。 

(５) 受託者は、本契約締結後、業務計画書を作成し業務着手前に区に提出すること。なお、業務計画

書には、履行内容、履行場所、履行期限、連絡先、再委託の有無、行程表若しくは期日を記した

行程計画、緊急連絡先を記載し、技術者の資格証明書の写しを添付すること。 

(６) 区と打ち合わせをした際には、受託者が議事録を作成すること。 

(７) 受託者は、常に従事者の健康管理に留意の上、健康状態を把握し、業務に支障がないようにする 

こと。 

(８) 物品配送等に使用する車両は、原則として低公害車（天然ガス車、九都県市指定・国土交通省指

定のガソリン車･LPG車等）とすること。その中でも、低燃費車（自動車の燃費性能の評価及び公

表に関する実施要領（平成１６年国土交通省告示第６１号）に基づき、同要領に定める基準に適
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合すると判定された車）の使用に努めること。なお、規制等に適合する自動車であることを確認

するため、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子状物質減少装置装着証明書等の提示又は

写の提出を求められた場合には、速やかに提示又は提出すること。 

 

13 担当者 

   杉並区役所環境部環境課環境活動推進係   担当者 池崎 慧 ・ 橋本 奈津希 

   電話 ０３（５３０７）０６７２ 
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